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2024年度の年間スケジュール

4月 年度活動プランの作成

5月 村内スポットの発掘①

アイディアコンテストの挑戦

6月 村内スポットの発掘②

7月 重点スポットの試走・確認

8月 南山城村役場(岸田さん)との

ミーティング

10月 コース案の作成

11月 トライアルイベント①

12月 トライアルイベント②

1月 アンケート集計

2月 発表資料の作成

野外活動ミーティング

3月 京都府報告会
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南山城村



1.南山城村とのつながり

2009年：高尾地区において、お祭り参加や野菜作りなどを通じて地域の

農家さんとの農村交流を開始した

2013年：本学と南山城村が「包括連携協定」を締結した

2015年：高尾地区に古民家「薫笑庵」を借りて活動を拡大

2018年：村おこしを目的に田山地区でウェルネスウォーキングコース開拓開始

ウェルネスウォーキングの課題
①ウォーキングのため田山地区に限られた活動となってしまった
②南山城村全体の魅力を最大限に詰め込むことが難しい

村長からのアドバイス
⇒村のさまざまなコンテンツを織り込んではどうか

写真：本学ホームページ（2013.8.29）より



2.先輩たちの軌跡（2017～2023年度）
【2023年度のポスター】

2017年度

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

2019年度2018年度

役場への提案 ウォーキング
プロジェクト始動

ウォーキング
マップ作成(初版)

コース改善 効果検証
ウォーキング

マップ作成(二版)
クイズラリー作成

ー10年以上前の幻の里道を切り拓くー



3.今年度の活動

◇目標

①ウォーキングにとどまらない新しい取り組みをスタートさせる

⇒サイクリング

②遊びの要素を取り入れた活動を展開する

⇒ロゲイニング

★自然＋アウトドアを楽しむことができる

「サイクリング × ロゲイニング」に挑戦

※設置されたポイントをできるだけ多く
制限時間内に回り得点を競うスポーツ



スポットの発掘
（野殿エリア）

6月

3.今年度の活動

村内スポットの発掘
（高尾・田山エリア）

5月

4月

年度活動プラン
の作成

重点スポット
の試走・確認

7月

南山城村役場と
Zoom打ち合わせ

8月

コース案の
作成

10月

トライアルイベント①
（南エリア）

11月

トライアルイベント②
（北エリア）

12月

魅力再発見 検討・絞り込み 実践



イベント開催に向けてコース作成

出典:https://web.ambula.jp/ambula_web/dist/?ui=AMBLLKCD&mi=314&h=true&bd=true&bg=true

南エリア:高山ダム

北エリア:大河原～月ヶ瀬



11月24日実施：南エリアトライアル 自転車約1時間
総距離6.5ｋｍ

①諏訪神社

②ねこぱん

④高山ダム

⑤茶畑③高山橋サイクリング

初来村者への魅力発信



12月14日実施：北エリアトライアル

①恋路橋
③大河原大橋

②恋志谷神社

④ミッシーのぱん

⑤道の駅

食文化体験

シカ肉
ジビエカレー

原木しいたけ焼き

ブルーベリージャム

自転車約2時間
総距離10㎞

サイクリング
ロゲイニング

景観･歴史･食文化体験



•ウェルネスウォーキングからの気づき（効果検証）

→サイクリング×ロゲイニングに繋がった実施

•南山城村の活性化とブランド化に繋げる
→アウトドアアクティビティの開発計画

私たちの学びと村の将来に向けて

•新たなアクティビティで新規来村を期待
→関係人口が増えると村の活性化に繋がる集客

•事業化による収益で雇用が生まれる
→新しいビジネスにより村が活性化する収益

学びと気づき

そこからの成長
学生間 村との間

【PBLでの学びのステップアップ】

チーム力

役場の方との関わり
→新たな課題発見

本質的な解決策の発見
→解決プロセスの困難さ

実行力

計画力

創造力

信頼力

共感力



4.今後に向けて

・住民アンケートを実施し
交流機会を増やす

・地域の特産物をイベント
に活用する(食文化体験)

・バイクにより、南山城村
全域の周遊を可能にする

・ツーリングによる
トライアルイベント実施

・一般の方に向けた
イベントを実施する

・アンケートによる
フィードバックを行う

【地域の方との交流拡大】【トライアルイベント実施】【ツーリングへの展開】

再発見した南山城村の魅力を、住民の方とともに
多くの人に発信し、事業化・ビジネス化への展開を目指す

高い志を持って村全域に明かりを灯す！



成果発表①

関西野外活動ミーティング

2025年2月23日（日）
大阪府立男女共同参画・
青少年センター（ドーンセンター）

・関西圏の大学関係者(教員・学生) ､企業､青少年団体､野外活動関連団体等､多くの参加者と意見交換を行った。



成果発表②

京都府報告会
大学・学生とともにのばす
京都プロジェクト成果報告会

2025年3月15日（土）
京都経済センター
京都産業会館ホール

登壇発表の様子

ポスター発表の様子

・京都府大学政策課からの依頼
により壇上で発表を行った。

・南山城村平沼村長からの評価
とコメントが読み上げられた。

・西脇京都府知事から今年度の
取り組みについて質問を受け
PBLの変遷を説明した。

・他大学の学生や教職員、団体、
企業の方などから興味関心を
持っていただいた。

【採択事業数52件 登壇数5大学】



一年間の学びと成長

・新たな取り組みとして1からスタートし、学生間で切磋琢磨

しながら数多くの困難を乗り越えることができた。

・2025年度は2024年度の取り組みを継続し修正点や改善点を見直し

地域活性化など更に充実した新たな事に挑戦していきたい。

【学生コメント】

・1年間を通したPBLは楽しい事ばかりではなく、外部との調整

や結果を積み上げていく難しさを知る良い機会となった。

・年度末の成果報告では、自分達の活動を振り返る機会となり

多くの方との意見交換から評価や成果を感じ取れたと思う。

【教員コメント】



謝辞

今年度のPBL活動にあたり、ご協力ご支援を賜りました

南山城村平沼村長をはじめ、関係者の皆様に心から感謝

申し上げます。
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